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Ａ
Ｉ
議
事
録
導
入　

お
よ
び

Ａ
Ｉ
議
事
録
導
入　

お
よ
び

��

議
会
映
像
に
字
幕
を
つ
け
る
意
思
を
決
定

議
会
映
像
に
字
幕
を
つ
け
る
意
思
を
決
定

３
月
定
例
会

　

第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
13
日
か
ら
３
月
24
日
ま

で
40
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
条
例
の
改
正
や
新
年
度
予
算
な

ど
議
案
31
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
件
の
陳
情
、
６
件
の
発
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
８
頁
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

秋
谷
公
臣
副
議
長
の
逝
去
に
伴
い
、
田
中
和
八
議

員
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

市独自の受動喫煙防止条例を可決Point 2

懲役刑と禁錮刑が廃止され
拘禁刑を創設Point 3

マイナンバーカードと同等の機能
をスマートフォンに搭載Point 4

議会HP QRコード

Point 1 白井市独自の犯罪被害者等
支援条例を制定

曲目は「Ｋのための斗為巾（といきん）」

当日は、議場いっぱいに
清廉な箏の音が響き渡り
日本文化のすばらしさを
堪能しました。

令和７年２月13日令和７年２月13日
白井市議会初めての白井市議会初めての
議場コンサート議場コンサート

演奏いただいた　箏遊会（そうゆうかい）の皆さん

副
議
長
に
田
中
和
八
議
員
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〈
発
議
案
第
２
号
〉
白
井
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

発議 2

オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会
を
可
能
に
す
る
た
め
に
会
議
規
則
を 

改
定

白
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
伴

い
、
白
井
市
議
会
の
会
議
規
則
の
一
部
も
改
正
す
る
も
の
で
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
発
議
案
第
１
号
〉
白
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

発議 1

非
常
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
委
員
会
開
催
が
可
能
に

地
方
自
治
法
改
正
に
伴
い
、
白
井
市
議
会
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

議
会
運
営
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
条
例
の
一
部
改
正
案
を
提
出
し
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

条

例

の

内

容

　
　

白
井
市
議
会
委
員
会
条
例

を
改
定
し
、「
委
員
会
の
開

会
方
法
特
例
」
を
加
え
、
大

規
模
な
災
害
等
や
重
大
な
感

染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
委
員

が
委
員
会
の
開
会
場
所
に
集

ま
れ
な
い
場
合
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
方
法
で
委
員
会

を
開
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
ま
た
、
学
識
経

験
者
等
の
公
述
人
や
参
考
人

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会
で

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

〈
議
案
第
４
号
〉
白
井
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 1

白
井
市
独
自
の
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制
定

犯
罪
被
害
者
等
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
必
要
な
支
援
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

主

な

質

疑

Ｑ　

条
例
制
定
の
き
っ
か
け
は
。

Ａ　

こ
の
四
、
五
年
ほ
ど
の
間

で
市
町
村
で
犯
罪
被
害
者

支
援
を
行
う
こ
と
に
関
す

る
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る

状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
国

は
令
和
３
年
３
月
に
第
４

次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計

画
を
策
定
し
、
千
葉
県
で

は
令
和
３
年
４
月
に
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
が
施

行
さ
れ
、
実
際
、
県
や
警

察
等
か
ら
市
町
村
単
位
で

特
化
条
例
を
制
定
し
施
策

を
推
進
す
る
よ
う
に
と
い

う
情
報
提
供
や
個
別
の
働

き
か
け
も
あ
り
ま
し
た
。

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
ご
遺

族
の
実
情
、
全
国
的
な
状

況
を
見
ま
す
と
関
係
機
関

が
連
携
し
て
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
と
捉
え
条
例
制
定
の

提
案
を
し
ま
し
た
。

Ｑ　

相
談
体
制
を
整
え
る
と
は
。

Ａ　

総
合
的
対
応
窓
口
が
市
民

活
動
支
援
課
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
部
署

に
相
談
が
あ
っ
て
も
本
人

の
同
意
を
い
た
だ
い
た
上

で
連
携
し
情
報
共
有
し
、

必
要
な
支
援
を
途
切
れ
な

く
漏
れ
な
く
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

〈 

議
案
第
９
号
〉
白
井
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 4

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
同
等
の
機
能
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載

通
称
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
改
正
に
伴
い
市
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

主

な

質

疑

Ｑ　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
の
改
正

と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的

に
は
、
何
が
ど
う
改
正
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

本
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
同
等
の
機
能
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
ち
歩
か
な
く
て
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
同
じ
本

人
確
認
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
も
の
で
、
既

に
措
置
し
て
い
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
機
能
に
加
え
、
本
人

の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、
性
別
な
ど
の
情
報
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載

し
、
本
人
了
解
の
下
に
相

手
方
に
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
で
カ
ー
ド
代
替
電

磁
的
記
録
と
い
う
用
語
の

定
義
が
付
け
加
え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
同

じ
く
市
の
条
例
で
用
語
の

定
義
を
し
て
い
る
市
条
例

の
特
定
個
人
情
報
、
個
人

番
号
利
用
事
務
実
施
者
、

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
引
用
条
項
に

そ
れ
ぞ
れ
ず
れ
が
生
じ
た

た
め
、
今
回
条
例
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
６
号
〉
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 3

懲
役
刑
と
禁
錮
刑
が
廃
止
さ
れ
拘
禁
刑
を
創
設

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

主

な

質

疑

Ｑ　

白
井
市
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
中
で
、
消

防
団
に
対
し
て
、
法
改
正

の
中
で
懲
役
刑
、
禁
錮
刑

を
拘
禁
刑
に
改
め
た
場
合

は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が

考
え
ら
れ
ま
す
か
。

Ａ　

消
防
団
員
の
関
係
で
す
が
、

市
の
条
例
で
は
、
欠
格
事

項
の
中
で
、「
禁
錮
以
上

の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
が
終
わ
る
ま
で
の
者

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者
」
は
、
隊
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
条
例
で

定
め
て
い
ま
す
。
今
回
、

法
の
改
正
に
よ
り
、
禁
錮

が
拘
禁
刑
に
変
わ
り
ま
し

た
が
、
欠
格
事
項
そ
の
も

の
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
拘
禁
刑
に
該
当
す

る
者
が
い
た
場
合
に
は
消

防
団
員
に
は
な
れ
な
い
と

い
う
定
め
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

今
回
の
法
改
正
は
１
１
５

年
ぶ
り
で
す
。
な
ぜ
今
な

の
か
、
法
改
正
の
背
景
は

何
で
す
か
。

Ａ　

懲
役
と
禁
錮
は
、
刑
務
作

業
の
義
務
が
あ
る
か
が
一

番
大
き
な
違
い
で
し
た
が
、

刑
務
作
業
の
義
務
が
な
い

禁
錮
受
刑
者
も
希
望
が
あ

れ
ば
刑
務
作
業
に
従
事
で

き
て
い
た
た
め
、
実
態
は

大
半
の
禁
錮
の
受
刑
者
が　

刑
務
作
業
に
従
事
し
て
お

り
、
執
行
面
で
分
け
る
意

味
が
薄
れ
て
い
た
こ
と
、

禁
錮
の
受
刑
者
が
懲
役
に

比
べ
て
非
常
に
少
な
い
こ

と
が
実
態
と
し
て
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
今
回
の
法
改

正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
拘

禁
刑
で
は
、
受
刑
者
の
改

善
、
更
生
を
図
る
た
め
に
、

個
々
の
受
刑
者
の
特
性
に

応
じ
た
作
業
と
指
導
、
教

育
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ

た
処
遇
を
推
進
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
刑

者
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受

刑
者
の
状
況
に
応
じ
た
作

業
、
教
育
な
ど
を
柔
軟
に

組
み
合
わ
せ
て
、
再
犯
防

止
に
努
め
て
い
く
と
こ
ろ

が
大
き
い
部
分
か
と
思
い

ま
す
。

〈
議
案
第
５
号
〉
白
井
市
路
上
等
に
お
け
る
受
動
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 2

市
独
自
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
可
決

市
の
路
上
で
の
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
条
例
は
、
市
・
市
民
・
事
業
者
の
責
務
、
喫
煙
を
禁
止
す
る
重
点
区
域
、

違
反
者
へ
の
指
導
と
罰
金
を
定
め
る
も
の
で
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

市
民
か
ら
分
煙
室
設
置
の

要
望
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

両
駅
周
辺
の
煙
へ
の
苦
情

は
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ　

分
煙
室
の
場
所
は
景
観
へ

の
配
慮
を
考
え
ま
す
か
。

Ａ　

白
井
駅
の
南
口
電
話
ボ
ッ

ク
ス
脇
と
、
西
白
井
駅
前

の
銅
像
脇
を
予
定
し
、
景

観
は
問
題
に
な
ら
な
い
対

応
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

民
有
地
の
喫
煙
所
に
よ
る

受
動
喫
煙
へ
の
事
業
者
の

責
務
と
期
待
す
る
効
果
は
。

Ａ　

西
白
井
の
喫
煙
所
の
設
置

事
業
者
と
意
見
交
換
し
、

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条

例
の
罰
金
と
の
整
合
性
は
。

Ａ　

過
料
は
１
万
円
以
下
と
し
、

他
市
の
動
向
か
ら
２
千
円

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例

は
ポ
イ
捨
て
防
止
の
目
的

の
た
め
金
額
が
違
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
の
条
例
制
定
と
分
煙
施

設
の
設
置
は
別
で
す
ね
。

Ａ　

条
例
に
分
煙
施
設
設
置
の

記
載
は
確
か
に
な
い
で
す
。

Ｑ　

喫
煙
所
の
要
望
は
何
人
か

ら
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

正
式
に
は
１
件
で
す
。

Ｑ　

駅
前
の
喫
煙
者
に
声
か
け

は
行
っ
て
き
ま
し
た
か
。

Ａ　

条
例
制
定
後
に
重
点
区
域

で
対
応
す
る
予
定
で
す
。

　
　

分
煙
施
設
設
置
が
条
例
に

入
っ
て
い
な
い
た
め
賛
成

し
ま
す
。
大
勢
が
喫
煙
す

る
都
内
で
も
喫
煙
所
を
設

け
ず
受
動
喫
煙
を
な
く
し

た
例
も
あ
り
、
子
ど
も
達

が
通
る
銅
像
前
に
喫
煙
所

を
作
る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
分
を
福
祉
等
の
た
め
に

使
い
、
分
煙
施
設
が
不
要

な
く
ら
い
効
果
を
出
す
よ

う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

こ
の
条
例
を
見
て
、
今
あ

る
受
動
喫
煙
を
抑
止
す
る

効
果
が
あ
り
、
分
煙
所
が

な
く
て
も
、
色
々
な
指
導

を
通
じ
て
受
動
喫
煙
の
な

い
白
井
に
な
れ
る
と
期
待

し
て
賛
成
し
ま
す
。

賛成

賛成

　

山
下
英
之
副
市
長
が
令
和
７ 

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
職
す

る
た
め
、
新
た
に
嶋
田
善
康
氏

を
副
市
長
に
選
任
す
る
人
事
案

件
に
同
意
。

　

嶋
田
氏
は
千
葉
県
職
員
と
し

て
、
企
業
庁
管
理
部
、
総
務
部
、

農
林
水
産
部
、
健
康
福
祉
部
、

総
合
企
画
部
、
商
工
労
働
部
で

は
経
済
政
策
課
で
副
課
長
と
し

て
、
政
策
・
企
画
分
野
の
業
務

を
は
じ
め
、
幅
広
い
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

嶋
田
氏
の
こ
れ
ま
で
の
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
基
に
、
企
業

誘
致
や
激
甚
災
害
へ
の
対
応
や

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
域
的

な
連
携
な
ど
、
当
市
の
課
題
に

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
方
で
あ
り
、
ま
さ
に
最
適

任
者
で
あ
る
と
、
市
長
か
ら
提

案
理
由
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

副
市
長
に
嶋
田
善
康
氏
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Ｑ　ふるさと納税の次年度の新たな取組みと企

業版ふるさと納税について伺います。 

Ａ　返礼品開拓等は毎年事業者と進めています。

また、知名度のあるＡｍａｚｏｎがふるさと納税

事業者に参入し、白井市も出店を始めたことで、

宣伝効果で給付額が増えることを期待しています。

Ｑ　補助教員配置事業の増額理由は、校内教育

支援センターに補助教員配置とのことですが。

Ａ　これまで大山口中学校と南山中学校に校内教

育支援センターを設置。新年度は白井中学校、七

次台中学校、桜台中学校、小学校では南山小学校、

以上の４校に新たに設置する予定です。

Ｑ　「中学生平和使節団派遣事業」について、背

景や多角的な視点を持つ学習機会はありますか。

Ａ　それぞれの学習の中で、子どもたちは多面的

な見方を育んでおり、そういった見方ができるよう

に今後も指導していきたいと考えています。

Ｑ　福祉タクシー助成金の減額・令和６年度末

での外出支援サービス中止の理由を伺います。

Ａ　福祉タクシー助成金は、１件当たりの平均見

込額が下がり減額。外出支援サービスは、利用者

減少、１回当たりのコストが非常に高く、今は車

椅子が利用できるタクシーなども普及しており、

外出支援サービスとの乖離が大きい現状があり、

福祉タクシーや福祉有償運送事業を拡充していく

形で、外出支援サービスは廃止したところです。

Ｑ　自転車用ヘルメット購入費補助金の令和６

年度実績と令和７年度予算積算について。

Ａ　令和６年度実績は、現時点で約５２０件（約

５７％執行）です。令和７年度の積算根拠は、ヘ

ルメットの補助が２年目以降の申請者は減少する

と見込まれ、令和６年度の上限件数のおおむね半

数の４５７件、１人当たり２,０００円の補助額で、

予算としては９１万４,０００円を計上しました。

Ａ　クラウドにつきましては、基本的に市民サー

ビスには変化はなく、今後の戸籍事務のサービス

拡充が期待されます。システムの安全性について、

国の標準仕様に合わせるので、高度なセキュリテ

ィで運用されていくものと考えます。

Ｑ　犯罪被害者等支援費６０万円の積算根拠は。

Ａ　現時点の積算内訳は、宿泊費用の助成１万円を

３泊分、１件。被害者１人当たり／遺族見舞金３０万円、

重傷病見舞金１０万円、性犯罪被害見舞金１０万円

を予定。この他、支援金・住居復旧等費用助成・財

産開示等費用助成など、発生件数を踏まえての割合

により積算、その合計が６０万円となっています。

Ｑ　令和７年度のＰＦＡＳ調査委託の詳細は。

Ａ　５０検体分を計上。このうち金山落周辺

２００ｍで検出されている井戸を中心に、継続的

モニタリングを考えています。暫定目標値の超過

が判明した場合、その井戸周辺の２００ｍ範囲で

市が水質調査を実施します。特に工業団地で超過

が判明した場合は２００ｍ範囲に井戸が３０本か

ら４０本と多く、迅速に調査するため５０検体計

上しました。

総務企画総務企画

教育福祉教育福祉

都市経済都市経済

慎重な審議の結果、一般会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・水道事業会計・
下水道事業会計は、賛成全員で可決しました。主な審査内容は以下の通りです。

【暮らしを支える 未来への架け橋予算】【暮らしを支える 未来への架け橋予算】
を目指した令和７年度予算を認定を目指した令和７年度予算を認定

予算額２３８億９１３９万４千円

　今回は、市民の要望を多く取り入れた内容で、応援したい予算と考

え賛成します。他の市を待たず、少しでも余裕のある市がいち早く行

う中学生の給食費無償化、子育て世帯の訪問支援・バスケットゴール

の設置・中学生の平和使節団派遣・ヤード対策・福祉タクシー券の増

加等、重点支援地方創生臨時交付金を子育て世帯支援に重点を置いて

使いきること等を評価します。

　歳入、歳出とも前年比２５億２４４６万７千円、１１.８％増の過去

最大規模の２３８億９１３９万４千円。歳出の事業は、工業団地アクセ

ス道路整備事業、中学生の給食費無償化を含む学校給食費の負担軽減、

防災無線デジタル化更新事業、医療ケア児者に対する災害対策備品を

追加する日常生活給付費拡充、企業誘致推進事業などです。

　新規事業の受動喫煙防止事業で設置予定の分煙施設の設置は必要だ

と思います。

賛成討論賛成討論

※以下、議案第 25 号・第 26 号・第 27 号・第 28 号・第 29 号での討論は、ありませんでした。

賛成討論賛成討論

Ｑ　医療的ケア児者の災害対策備品として新たに

補助対象となる生活用具が計上されていますが。

Ａ　人工呼吸器装着の障害児者・難病患者で必

要と認められる方に、正弦波インバーター発電機、

ポータブル電源、ＡＣ/ＤＣインバーター。呼吸機

能障害３級以上の障害児者で必要と認められる方

を対象に、足踏み式たん吸引器を設定しました。

Ｑ　新たに被災者支援システムを導入するという

ことですが、その内容及びメリットを伺います。

Ａ　千葉県が中心となり参加自治体共同で利用。

被災者台帳作成・管理、建物の被害認定調査、罹

災証明書の発行業務など被災者の生活再建に必

要となる複数の業務を一つのシステムで行うこと

が可能です。各業務のデータが連携され計算処理

が容易となり二重処理や誤入力等の減少、県を中

心に共同利用する業務効率化により、少ない人員

で災害時の広域的被害状況把握や人的応援とい

った災害対応等が期待され、また、構成団体の財

政負担を軽減できるメリットがあると考えます。

Ｑ　駅周辺等活性化調査支援業務委託の目的は。

Ａ　令和５・６年度に委託で作成した西白井駅・

白井駅周辺地区の基礎資料を基に、両駅の駅前ビ

ジョンの骨子を作成するための業務支援です。ビ

ジョン策定を丸々委託するものではなく、委託事

業者に、アドバイザー的な業務の他、構成デザイ

ン等の専門性の高い部分を担っていただくような

伴走型の業務支援委託を想定しています。

Ｑ　受動喫煙を起こさない分煙施設について。

Ａ　厚生労働省健康局長発の「屋外分煙施設の

技術的留意事項について」の通知により、望まな

い受動喫煙対策を講じる観点から、屋外の分煙施

設を設置し、当該分煙施設内で喫煙できる対策を

取ることが示されています。市では条例と併せ設

置をすべきものだと認識をしており、人通りの多

い方向に対し、たばこの煙が容易に漏れ出ないよ

うにすることが必要であり、厚生労働省が示す分

煙施設を設置することを考えています。

Ｑ　戸籍システムのクラウド化への影響と情報

流出などの懸念について、市の対応を伺います。

議案第２４号　令和７年度
白井市歳入歳出予算　可決



（４）第169号 令和 7年 6月 1日発行 しろい議会だより

〈 

発
議
案
第
３
・
４
号
〉
白
井
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

発議3•4

通
称
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
と
刑
法
の
改
正
に
よ
り
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
各
発
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決

発
議
案
第
３
号
は
、
通
称
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
に
よ
り
、
引
用
条
文
の
変
更
と
、
条
文
の
整
理
を
お
こ
な
う
内
容
で
す
。

発
議
案
第
４
号
は
、
刑
法
の
改
正
に
よ
り
、
懲
役
か
ら
拘
禁
刑
に
改
め
る
内
容
で
す
。

Ｑ　国保会計の財政調整基金繰入金が、昨年に

比べ約７４００万円減額になっている理由は。

Ａ　当初予算ベースで６年度と比較、保険給付費

８３００万円余りの減額となっています。これは

団塊の世代の後期高齢者制度への移行や社会保

険での適用拡大により被保険者数が減少している

ことが影響しているものと考えています。

国民健康保険特別会計　
予算額５９億１４９６万２千円

秋谷公臣議員　逝去
　秋谷公臣議員（享年７３歳）が、

去る２月８日に急逝されました。

　平成２７年４月初当選、３期目で約１０年

に渡り、副議長・各委員会の委員長等を

歴任の上、市政と議会の発展にご尽力を賜

りました。秋谷議員のお人柄を偲び、感謝

と共にご冥福をお祈り申し上げます。

　

秋
谷
公
臣
議
員
は
昨
年
９
月
か
ら
検
査
・
入
院
・
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
、
闘
病
さ
れ
て
い
く
中
で
も
、
議
会
で
お
会
い

す
る
時
に
は
普
段
と
変
わ
ら
ず
、
気
丈
な
振
舞
い
で
し
た
。

　

梨
農
家
と
し
て
の
専
門
的
知
見
か
ら
様
々
な
質
問
や
提
言
を
行
い
、
地
域
の
長
年
の
課
題
：
平
塚
地
区
の
道
路
や
街
灯

整
備
、
通
学
路
の
安
全
確
保
等
に
も
大
き
な
成
果
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
も
積
極
的

に
推
進
、
50
年
以
上
に
渡
り
マ
ラ
ソ
ン
を
続
け
、
白
井
市
体
育
協
会
会
長
と
し
て
も
指
導
者
や
活
動
団
体
育
成
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

常
に
誠
意
を
も
っ
て
世
の
た
め
・
人
の
た
め
、
秋
谷
議
員
に
は
継
続
し
て
努
力
し
続
け
る
胆
力
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
優
し
く
て
人
情
に
厚
く
、
明
朗
快
活
。
一
瞬
の
う
ち
に
場
を
和
ま
せ
る
ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
は
、
誰
も
が
感
じ
る
大

き
な
魅
力
で
し
た
。

　

自
然
と
人
間
の
調
和
を
保
ち
後
世
に
残
し
て
い
く
に
は
、
政
治
の
力
が
必
要
だ
と
の
強
い
信
念
の
秋
谷
さ
ん
と
最
後
に

お
話
し
し
た
の
は
、
２
月
５
日
。「
秋
谷
さ
ん
が
い
な
い
と
…
早
く
帰
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。」
口
を
突
い
て
出
た
私
の
一

言
に
、
振
り
絞
る
よ
う
な
声
で
「
う
ん
、
あ
り
が
と
う
。
あ
り
が
と
う
ね
。」
と
秋
谷
さ
ん
の
返
答
。
そ
れ
か
ら
３
日
後

に
貴
方
は
不
帰
の
客
と
な
ら
れ
ま
し
た
。　

　

秋
谷
副
議
長
と
の
思
い
出
は
い
つ
ま
で
も
心
の
中
に
生
き
続
け
、
そ
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
努
力
し
続
け
る
こ
と
を
こ
こ

に
誓
い
ま
す
。
秋
谷
副
議
長
の
こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
・
ご
功
績
と
ご
尽
力
に
心
か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
追
悼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

会
派　

面
・
し
ろ
い
活
性
化
計
画　

広
沢
修
司 

（
令
和
７
年
２
月
13
日
、
議
会
開
会
日
冒
頭
に
、
秋
谷
議
員
と
同
会
派
の
代
表
：
広
沢
議
員
の
追
悼
の
辞
よ
り
）

議案第２５号
国民健康保険特別会計予算　可決

Ｑ　人間ドック等助成金が、前年度に比べて増額

となる理由を伺います。

Ａ　過去３年の平均等に基づく算出で、令和３年

８０件、令和４年９６件、令和５年１３３件と増

加傾向での伸びを考慮した上での算出です。

後期高齢者医療特別会計保険事業
予算額１０億８７２３万３千円

議案第２７号　
後期高齢者医療特別会計予算　可決

Ｑ　流域下水道維持管理費が、前年度から

３６５６万８千円増額となっている理由を伺いま

す。

Ａ　市の下水道事業の汚水は県が管理、印旛沼及び

手賀沼流域下水道の２つの終末処理場で浄化し、川

や海へ放流しています。終末処理場の維持管理費は、

流域関連市町村から終末処理場へ流入する汚水量に

対し１㎥当たりの単価を乗じた流域下水道維持管理負

担金を県に支払っているものです。単価は５年ごとに

見直され、令和７年度から令和１１年度の５年間、終

末処理場の電気料等動力費の高騰などにより、印旛

沼下流域水道の単価は令和６年度よりプラス５.７円

の１㎥当たり６６.５円に、手賀沼流域下水道の単価

はプラス２.７円の１㎥当たり６８.８円の増額の改定

となったことによります。

下水道事業会計
予算額　収益的収入	１５億１７９１万円
　　　　収益的支出	１５億１７９１万円
　　　　資本的収入	４億３０１８万３千円
　　　　資本的支出	５億３３２９万９千円

議案第２９号
下水道事業会計予算　可決

水道事業会計
予算額　収益的収入	６億２６２５万８千円
　　　　収益的支出	６億２６２５万８千円
　　　　資本的収入	１億２２６９万３千円
　　　　資本的支出	１億８７５８万９千円

（質疑はありませんでした。）

議案第２８号
水道事業会計予算　可決

Ｑ　徴収率の見込みを伺います。

Ａ　普通徴収保険料９１.３３％、特別徴収１００

％。滞納繰越分保険料が１９．８６％の見込みです。

介護保険特別会計保険事業
予算額４３億４７０３万８千円

議案第２６号　
介護保険特別会計予算　可決

〈 

発
議
案
第
５
号
〉
千
葉
県
に
水
道
料
金
の
値
上
げ
中
止
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

発議 5

千
葉
県
に
水
道
料
金
の
値
上
げ
中
止
を
求
め
る
意
見
書
案
は
否
決

熊
谷
千
葉
県
知
事
は
、
２
０
２
４
年
の
12
月
県
議
会
で
県
営
水
道
料
金
の
20
％
程
度
の
値
上
げ
を
明
言
し
ま
し
た
。
物
価
高
騰
が
県
民
の
生
活

を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
営
水
道
の
料
金
値
上
げ
の
中
止
を
要
望
す
る
意
見
書
案
が
出
さ
れ
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

◇
意
見
書
の
概
要
◇

「
県
営
水
道
の
給
水
人
口
は

３
０
０
万
人
で
白
井
市
を
含

む
11
市
、
人
口
の
約
半
数
の

県
民
の
負
担
が
値
上
げ
に
よ

り
年
間
約
１
３
０
億
円
と
大

幅
に
増
え
ま
す
。
千
葉
県
は

物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
、
老

朽
化
施
設
の
更
新
な
ど
で
赤

字
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
必
要
不
可

欠
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
り
、

水
道
料
金
の
収
入
で
な
く
全

国
上
位
の
財
政
力
を
も
つ
千

葉
県
の
財
政
支
出
で
行
う
べ

き
で
す
。
水
道
料
金
の
値
上

げ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
県
民

と
水
を
多
く
使
う
飲
食
店
や

病
院
、
銭
湯
な
ど
の
施
設
も

苦
境
に
追
い
や
ら
れ
る
た
め
、

千
葉
県
知
事
に
県
営
水
道
料

金
の
値
上
げ
中
止
を
求
め

る
」
と
の
内
容
で
す
。

〈 

発
議
案
第
６
号
〉
千
葉
県
に
武
器
見
本
市
開
催
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

発議 6

千
葉
県
に
武
器
見
本
市
開
催
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
案
は
否
決

県
民
の
財
産
で
あ
る
幕
張
メ
ッ
セ
の
武
器
見
本
市
へ
の
貸
し
出
し
は
戦
争
へ
の
間
接
的
加
担
で
あ
る
と
し
て
、
貸
し
出
し
中
止
を
求
め
る
意
見

書
案
が
出
さ
れ
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

◇
意
見
書
の
概
要
◇

「
幕
張
メ
ッ
セ
は
、
過
去
４

回
に
加
え
２
０
２
５
年
５
月

21
日
か
ら
23
日
に
も
国
際
武

器
見
本
市
Ｄ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ジ
ャ
パ

ン
の
会
場
と
し
て
使
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
や
ガ
ザ
虐
殺
と
同

時
進
行
で
準
備
さ
れ
て
き
た

武
器
見
本
市
を
見
過
ご
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

「
戦
争
と
い
う
手
段
に
よ
ら

ず
に
紛
争
を
解
決
す
る
道
を

追
求
す
る
」
と
謳
う
非
核
平

和
千
葉
県
宣
言
と
明
ら
か
に

矛
盾
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国

民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠

乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち

に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
」
と
誓
う

日
本
国
憲
法
前
文
の
理
念
に

反
す
る
た
め
、
千
葉
県
知
事

は
千
葉
県
有
施
設
で
あ
る
幕

張
メ
ッ
セ
を
武
器
見
本
市
に

使
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」

と
の
内
容
で
す
。
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　15人（28項目）の
質問があり、その概
要を掲載しました。
　詳細は会議録をご
覧ください。この文
章は各議員が作成し
ています。

市
政
の
こ
こ
が

�
知
り
た
い

市
政
の
こ
こ
が

�
知
り
た
い

議員名下QRコード
をスマートホンで読
み取ると、各議員の
一般質問の動画がご
覧になれます。

お知らせお知らせ

問　

今
年
の
４
月
に
農
地
法
、

農
振
法
、
農
業
経
営
基
盤
促
進

法
の
３
法
が
改
正
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
農
振
法
の
改
正
に

よ
り
、
今
後
、
農
振
農
用
地
を

除
外
す
る
場
合
に
は
除
外
地
と

同
等
面
積
の
代
替
地
の
創
出
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
千
葉
県
で
は
既
に
こ
の
取

組
み
を
始
め
て
お
り
、
企
業
誘

致
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
と

す
る
本
市
の
方
針
に
鑑
み
る
と
、

代
替
地
と
な
る
農
地
の
創
出
は

必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
既
に
多
く
の
耕
作
放
棄

地
が
あ
る
現
状
に
お
い
て
、
農

業
以
外
の
活
用
が
で
き
る
土
地

を
農
業
に
限
定
さ
れ
る
農
振
農

用
地
へ
と
新
た
に
用
途
区
分
を

変
更
す
る
地
権
者
は
な
か
な
か

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の

た
め
、
用
途
区
分
の
変
更
に
地

権
者
の
同
意
を
得
る
に
は
、
後

に
農
地
と
し
て
活
用
で
き
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
設
備
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
要
と
な
る

農
業
振
興
地
域
の
道
路
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
た
め
の
新
た
な
ス

キ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。
こ

の
考
え
に
つ
い
て
、
市
長
に
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答　

道
路
問
題
は
長
年
の
懸
案

で
あ
る
こ
と
は
理
解
を
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
農
業
と
い
う

の
は
白
井
市
の
基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
し
、
農
地
を
守
り
な
が

ら
、
そ
し
て
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
こ
の
ま
ち
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
を

し
て
い
ま
す
。
今
現
在
、
各
地

区
に
お
い
て
、
企
業
誘
致
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
に
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
土
地
利

用
計
画
に
つ
い
て
具
体
的
な
方

向
性
が
示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
議
員
の
指
摘
の

と
お
り
の
新
し
い
ス
キ
ー
ム
と

い
う
も
の
を
関
係
各
課
で
連
携

を
し
て
協
議
を
す
る
中
で
必
要

性
に
つ
い
て
判
断
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
の
た
め
の

 

道
路
整
備
の
考
え
方
は

色
覚
多
様
性
の
児
童
生
徒
に
対
す
る

 

教
育
現
場
の
対
応
は

教
育
委
員
会
が
取
り
組
む

 

授
業
ス
タ
イ
ル
の
改
善

平
和
教
育

 

語
り
つ
な
ご
う
被
爆
と
戦
争

白
井
市
の
上
下
水
道
の

 

耐
震
化
と
災
害
対
策

市
が
考
え
る
市
民
の
食
糧
確
保

高
齢
者
の
移
動
手
段
に

 

シ
ニ
ア
カ
ー

広
沢　

修
司
議
員

古
澤　

由
紀
子
議
員

久
保
田　

江
美
議
員

田
中　

和
八
議
員

石
原　

淑
行
議
員

問　

色
覚
多
様
性
の
児
童
生
徒

の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

板
書
の
字
、
写
真
、
絵
等

の
色
の
識
別
、
理
科
の
実
験
時

の
色
に
よ
る
判
断
等
で
す
。

問　

課
題
に
対
す
る
対
応
は
。

答　

発
色
の
良
い
チ
ョ
ー
ク
の

使
用
、
グ
ラ
フ
の
境
界
に
線
を

問　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
践
状
況
に
つ
い
て
。

答　

授
業
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は

ケ
ア
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
学
習
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と

き
に
は
遠
慮
な
く
分
か
ら
な
い

と
言
え
る
、
分
か
ら
な
い
こ
と

は
仲
間
に
教
え
て
と
素
直
に
言

え
る
、
こ
う
い
う
授
業
づ
く
り

で
す
。
そ
の
た
め
、
直
ぐ
に
仲

間
に
聞
け
る
よ
う
に
座
席
の
配

置
を
グ
ル
ー
プ
型
に
し
、
授
業

の
中
で
一
人
ぼ
っ
ち
を
作
ら
な

い
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
み
ん

問　

令
和
７
年
は
戦
後
80
年
の

節
目
と
な
る
年
で
す
が
、
学
校

以
外
で
も
戦
争
に
関
す
る
展
示

等
の
事
業
を
実
施
す
る
予
定
は

あ
り
ま
す
か
。

答　

市
立
図
書
館
の
ほ
う
で
は
、

毎
年
８
月
か
ら
９
月
に
特
別
展

示
「
戦
争
を
語
り
継
ぐ
」
と
題

し
て
、
戦
争
を
テ
ー
マ
と
し
た

本
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
も
、
タ
イ
ト
ル
は

未
定
で
す
が
、
戦
争
を
テ
ー
マ

と
し
た
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

郷
土
資
料
館
の
ほ
う
で
は
、
常

設
展
示
の
中
に
戦
争
に
関
す
る

資
料
を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７
年

度
は
常
設
展
示
と
は
別
に
、
収

蔵
し
て
い
る
戦
争
関
連
資
料
の

展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

問　

平
和
教
育
の
今
後
の
取
組

み
に
つ
い
て
。

答　

被
爆
、
終
戦
80
年
と
い
う

の
は
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
昨
年
12
月
に
は
、
先

ほ
ど
議
員
か
ら
も
話
が
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
契
機
に
、
市
と
し
て

平
和
教
育
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
に
、
来
年
度
よ
り
、
８
月
に

中
学
生
に
よ
る
平
和
使
節
団
を

広
島
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
教
育

問　

令
和
７
年
１
月
28
日
、
埼

玉
県
八
潮
市
で
発
生
し
た
道
路

陥
没
の
原
因
は
下
水
道
の
破
損

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
の
上

下
水
道
耐
震
化
計
画
は
。

答　

市
は
令
和
７
年
１
月
に
白

井
市
上
下
水
道
耐
震
化
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
公
共
下
水
道

は
避
難
所
等
の
重
要
施
設
に
接

続
す
る
下
水
道
管
路
等
の
延
長

約
26
．
５
㎞
及
び
途
中
に
あ
る

中
継
ポ
ン
プ
場
２
か
所
は
耐
震

化
率
が
１
０
０
％
で
す
。
重
要

施
設
に
接
続
す
る
水
道
管
路
延

長
約
12
㎞
に
つ
い
て
は
、
耐
震

適
合
管
延
長
が
約
９
．
５
㎞
、

耐
震
適
合
率
が
78
％
で
す
。
市

営
水
道
の
残
る
管
路
延
長
約
２
．

７
㎞
に
つ
い
て
は
、
更
新
事
業

と
併
せ
て
耐
震
化
事
業
を
進
め
、

令
和
26
年
度
ま
で
の
概
ね
20
年

間
で
耐
震
化
の
完
了
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

問　

災
害
時
の
応
急
給
水
体
制

と
し
て
、
白
井
配
水
場
の
災
害

時
の
機
能
は
。

答　

白
井
配
水
場
に
あ
る
配
水

池
は
、
貯
水
量
が
３
１
０
０
㎥

で
、
災
害
時
に
は
給
水
拠
点
と

し
て
市
内
外
へ
給
水
車
に
よ
り

水
を
運
搬
し
、
応
急
給
水
活
動

を
行
い
ま
す
。

委
員
会
と
し
て
計
画
し
て
い
ま

す
。
平
和
の
本
質
に
迫
る
と
い

う
意
味
で
、
現
地
を
訪
れ
実
体

験
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
に

も
増
し
て
貴
重
な
体
験
、
貴
重

な
学
習
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
広
島
平
和
祈
念
館
の
事
務

局
と
連
絡
を
取
り
合
い
進
め
て

い
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
使

節
団
が
現
地
で
の
学
習
の
結
果

を
持
ち
帰
り
、
各
学
校
、
さ
ら

に
は
市
全
体
に
そ
の
結
果
を
広

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
「
２
月
２
日
に
総
合
公
園
で

行
わ
れ
た
総
合
防
災
訓
練
の
成

果
・
課
題
と
市
の
防
災
対
策
」

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

な
で
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
を
最
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

問　

研
究
指
定
校
の
七
次
台
中

学
校
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

答　
「
主
体
性
を
高
め
る
教
育

の
在
り
方
」
と
研
究
主
題
を
設

定
、「
一
人
一
人
が
脳
に
汗
を

か
く
指
導
の
工
夫
」
を
職
員
や

生
徒
達
の
合
い
言
葉
と
し
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
教
科
の

特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
で
、
思
考
力
を
高
め
、

教
師
の
指
示
は
で
き
る
だ
け
短

く
し
、
生
徒
が
調
べ
た
り
学
び

合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
課
題
を

主
体
的
に
解
決
す
る
学
習
活
動

を
教
師
が
意
図
的
に
つ
く
り
出

す
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

問　

食
料
自
給
率
向
上
の
点
か

ら
市
民
の
食
糧
確
保
に
つ
い
て
。

答　

市
単
独
で
の
食
料
の
確
保

に
つ
い
て
、
で
き
る
範
囲
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内
で
生

産
し
た
も
の
を
市
内
の
消
費
者

が
購
入
す
る
地
産
地
消
が
進
む

こ
と
で
、
市
内
で
の
一
定
の
食

料
は
確
保
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
地
産
地
消
を
進
め
る

た
め
に
は
、
市
内
で
耕
作
す
る

担
い
手
の
確
保
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
ま
ず
は
担
い
手
の
確
保

に
向
け
、
市
と
し
て
も
様
々
な

事
業
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

高
齢
者
の
移
動
方
法
と
し

て
、
近
年
、
シ
ニ
ア
カ
ー
を
要

介
護
認
定
者
や
運
転
免
許
を
返

納
し
た
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
カ
ー
は
道
路
交
通
法
上
、

歩
行
者
と
同
じ
扱
い
で
す
が
、

そ
の
理
解
が
な
く
迷
惑
に
思
わ

れ
る
現
状
も
聞
き
ま
す
。
シ
ニ

ア
カ
ー
の
便
利
さ
と
ル
ー
ル
の

周
知
は
。

答　

歩
行
困
難
な
高
齢
者
に
便

利
な
乗
り
物
で
す
が
事
故
防
止

の
観
点
か
ら
シ
ニ
ア
カ
ー
利
用

者
へ
注
意
喚
起
と
歩
行
者
や
自

動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
理
解
も

含
め
、
周
知
を
検
討
し
ま
す
。

入
れ
る
等
で
す
。
そ
の
上
教
職

員
間
で
共
通
理
解
を
持
ち
な
が

ら
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

問　

支
援
の
為
の
事
前
準
備
は

教
科
書
の
作
成
段
階
で
行
う
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
。

答　

色
違
い
や
フ
ォ
ン
ト
等
を

意
識
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
取
り
入
れ
た
教
科
書
が

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

体
育
館
の
床
に
ひ
か
れ
た

各
種
コ
ー
ト
の
線
が
色
に
よ
っ

て
は
見
え
な
い
と
い
う
指
摘
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
例
は
体
育

館
の
大
規
模
改
修
の
時
に
色
覚

多
様
性
に
対
応
す
る
仕
様
に
変

え
る
等
の
措
置
を
と
っ
て
は
ど

う
で
す
か
。

答　

今
後
検
討
し
ま
す
。

問　

色
覚
多
様
性
の
児
童
生
徒

へ
の
対
応
、
配
慮
は
、
色
に
よ

る
授
業
の
理
解
が
困
難
な
所
を

支
援
す
る
点
と
、
他
の
生
徒
と

の
違
い
か
ら
く
る
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
を
抱
く
こ
と
が
な
い
様
に

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
こ

と
、
こ
の
二
点
に
収
れ
ん
さ
れ

る
と
理
解
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
対
応
配
慮
に
つ
い
て
は
わ
か

る
も
の
の
、
多
様
性
の
時
代
と

言
わ
れ
な
が
ら
、
た
だ
色
に
対

す
る
感
性
が
多
数
の
者
と
異
な

る
と
い
う
だ
け
で
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
の
対
象
と
な
る
こ

と
へ
の
疑
問
を
、
教
育
す
る
者

も
教
育
さ
れ
る
者
も
考
え
る
視

点
と
し
て
持
つ
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
も
踏

ま
え
て
今
後
の
教
育
を
ど
こ
に

向
け
て
進
め
て
い
か
れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答　

色
覚
の
多
様
性
に
限
ら
ず

先
生
方
が
子
ど
も
の
多
様
性
を

理
解
し
、
違
い
を
否
定
せ
ず
に

認
め
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

白井地先の雨水 配管工事白井地先の雨水 配管工事
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問　

市
内
の
農
・
商
・
工
・
観

光
の
活
性
化
を
図
る
次
期
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
動
き
は
。

答　

第
６
次
総
合
計
画
と
期
間

を
合
わ
せ
、
基
礎
調
査
・
市
民

や
各
分
野
の
事
業
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
市
の
強
み
・
現
状

と
課
題
を
検
証
し
策
定
し
ま
す
。

問　

未
来
創
造
戦
略
室
の
設
置

か
ら
約
１
年
。
見
え
て
き
た
課

題
と
横
断
的
連
携
の
状
況
は
。

答　

課
題
は
地
権
者
の
合
意
形

成
、
お
よ
び
、
都
市
計
画
決
定

や
農
業
振
興
整
備
計
画
変
更
な

ど
行
政
手
続
き
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
で
す
。
各
課
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
白
井
駅
周
辺
地

域
の
市
有
地
・
行
政
機
能
を
担

当
部
署
が
取
り
ま
と
め
、
協
力

を
促
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　

課
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
も
有
り
。
未
来
を
切

り
開
く
建
設
的
協
議
協
力
が
不

可
欠
。
庁
内
全
課
で
の
チ
ー
ム

力
発
揮
。
横
断
的
取
組
み
と
相

乗
効
果
を
引
き
出
す
実
効
性
の

あ
る
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

を
求
め
ま
す
が
、
市
の
覚
悟
は
。

答　

事
業
者
の
意
向
や
ニ
ー
ズ

等
を
踏
ま
え
た
産
業
振
興
や
異

な
る
産
業
の
連
携
が
重
要
で
す
。

県
の
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

や
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の
促

進
区
域
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

市
に
産
業
を
呼
込
め
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
各
企
業
を
横
に

束
ね
た
施
策
展
開
が
で
き
る
の

は
、
市
役
所
し
か
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問　

市
自
身
が
変
化
や
挑
戦
を

恐
れ
ず
、
未
来
を
予
測
し
逆
算

的
に
未
来
を
切
り
開
け
る
部
署

は
、
産
業
振
興
課
や
未
来
創
造

戦
略
室
で
す
。
市
長
の
考
え
は
。

答　

産
業
振
興
の
取
組
み
を
通

じ
得
た
財
源
を
、
地
域
経
済
活

性
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に

活
用
し
、
市
民
が
豊
か
さ
と
幸

せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
「
個
人
住
宅
の
省
エ
ネ
化
・

脱
炭
素
化
に
対
す
る
市
の
対

応
」
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し

た
。

実
効
性
の
伴
う
産
業
振
興
と

 

各
分
野
の
連
携
を
問
う

平
田　

新
子
議
員

市
民
大
学
校
の

 

課
題
を
問
う

企
業
誘
致
と
今
後
の
課
題

聴
覚
障
が
い
者
の
方
へ
の

 

理
解
と
支
援
体
制
を
問
う

現
状
に
対
応
し
た

 

消
防
団
出
動
体
制
を

荒
井　

靖
行
議
員

石
田　

里
美
議
員

武
藤　

美
砂
子
議
員

長
谷
川　

則
夫
議
員

問　

白
井
市
民
大
学
校
の
授
業

を
見
学
し
ま
し
た
。
清
戸
に
あ

る
自
然
保
護
区
の
散
策
な
ど
、

素
晴
ら
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
市
民
大
学
校
の
課
題
は
。

答　

受
講
生
の
高
齢
化
、
定
員

割
れ
、
各
学
部
の
特
色
づ
く
り

他
、
課
や
各
公
民
館
と
の
事
業

内
容
の
重
複
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

問　

幅
広
い
年
代
へ
の
勧
誘
が

必
要
で
す
。
平
塚
延
命
寺
、
今

井
の
桜
並
木
、
映
画
の
ロ
ケ
地

と
な
っ
た
旧
平
塚
分
校
な
ど
と

い
っ
た
豊
富
な
地
域
資
源
が
あ

り
ま
す
。「
し
ろ
い
発
見
学
部
」

の
新
設
は
。

答　

平
成
22
年
度
か
ら
29
年
度

ま
で
「
し
ろ
い
発
見
学
部
」
を

開
設
し
ま
し
た
が
そ
の
後
「
さ

さ
え
あ
い
発
見
学
部
」
に
統
合

し
た
た
め
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

で
き
る
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

体
験
学
部
」
の
新
設
は
。

問　

企
業
誘
致
に
指
定
さ
れ
て

い
る
14
地
区
の
進
捗
状
況
は
。

答　

14
か
所
の
内
、
法
目
・
上

長
殿
地
区
が
令
和
６
年
12
月
に

優
先
交
渉
権
者
が
決
定
す
る
な

ど
、
現
在
６
地
区
で
協
議
が
進

ん
で
い
ま
す
。
残
る
８
地
区
は

現
在
の
と
こ
ろ
進
捗
し
て
い
ま

せ
ん
。

問　

財
政
を
豊
か
に
す
る
こ
と

が
企
業
誘
致
の
第
一
目
的
だ
と

思
い
、
誘
致
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
で
税
収
に
繋
げ
て
い
く
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

財
政
を
豊
か
に
す
る
こ
と

が
、
第
一
の
目
的
で
あ
る
と
同

時
に
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し
、
ま

ち
の
価
値
を
高
め
、
住
民
生
活

が
も
っ
と
豊
か
に
な
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問　

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定

す
が
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
不

登
校
児
の
配
食
も
検
討
下
さ
い
。

問　

支
援
の
サ
ー
ビ
ス
は
。

答　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
や
自
動
車
税
減
免
の

他
、
補
聴
器
購
入
等
の
費
用
を

支
給
す
る
「
補
装
具
費
の
支
給

事
業
」
や
聴
覚
障
害
者
用
通
信

装
置
等
を
給
付
・
貸
与
す
る「
日

常
生
活
用
具
給
付
と
貸
与
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
に
補
聴
器
の
購
入

費
用
を
助
成
し
て
い
る
他
、
聴

覚
又
は
、
音
声
・
言
語
機
能
に

障
が
い
の
あ
る
方
と
の
仲
介
に

手
話
通
訳
者
又
は
要
約
筆
記
者

の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
今
年
１
月
23
日
か
ら

日
本
財
団
に
お
い
て
相
手
の
声

が
読
め
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ヨ

メ
テ
ル
」
が
開
始
さ
れ
障
害
福

祉
課
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問　

救
急
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
。

答　

全
て
の
救
急
車
に
絵
の

カ
ー
ド
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
を
搭
載
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　

聴
覚
障
が
い
者
理
解
に
向

け
た
普
及
啓
発
は
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
「
初
級
手
話
講
座
」、
福
祉

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
「
子
ど
も

手
話
教
室
」
の
他
、
小
学
校
福

祉
教
育
の
「
手
話
体
験
」
等
、

各
種
講
座
等
に
手
話
通
訳
者
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
に

取
り
組
む
環
境
や
基
盤
整
備
は
。

答　

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
広
場
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー

ソ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
付
き
添
い
手
話
・
口

語
・
筆
談
等
で
内
容
を
説
明
し

て
い
ま
す
。
障
害
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座
で
は
制

作
し
た
絵
画
・
陶
芸
・
書
道
等

の
作
品
を
障
害
者
週
間
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
展
示
す
る
他
、

市
文
化
祭
へ
出
展
や
県
主
催
の

作
品
展
へ
応
募
し
て
い
ま
す
。

問　

消
防
団
再
編
を
行
う
背

景
・
趣
旨
・
位
置
づ
け
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

近
年
、
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
等
の
変
化
に
よ
り
、

年
々
消
防
団
員
が
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。
市
で
も
同
様
で
、

消
防
団
本
部
・
３
分
団
で
構
成

す
る
21
部
の
う
ち
、
１
部
が
休

部
、
定
員
に
満
た
な
い
部
が
15

部
あ
り
、
平
成
16
年
を
ピ
ー
ク

に
年
々
減
少
し
て
お
り
、
既
存

団
員
の
高
齢
化
や
在
職
期
間
の

長
期
化
も
憂
慮
す
べ
き
事
態
で

す
。
ま
た
、
消
防
団
の
器
具
庫

や
消
防
車
両
等
に
つ
い
て
も
、

使
用
年
数
の
長
期
化
・
老
朽
化

が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
第
５
次

総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
に
お

い
て
、
消
防
団
の
再
編
を
位
置

づ
け
、
持
続
可
能
な
消
防
団
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
消
防
団

員
数
の
適
正
化
及
び
統
廃
合
な

ど
を
含
め
た
消
防
団
の
在
り
方

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

消
防
団
組
織
の
再
編
の
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

答　

本
市
の
消
防
力
を
維
持
す

る
た
め
、
国
の
消
防
力
整
備
指

針
に
基
づ
き
、
常
備
消
防
と
の

連
携
を
図
り
、
未
カ
バ
ー
エ
リ

ア
が
発
生
し
な
い
よ
う
市
内
全

域
に
お
け
る
体
制
の
整
備
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
市
内
に
ど
の
よ
う

な
災
害
が
見
込
ま
れ
る
か
、
火

災
や
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
な
ど

地
域
の
特
性
を
考
慮
し
、
組
織

全
体
の
統
合
な
ど
に
よ
り
ス
リ

ム
化
を
図
り
、
本
部
員
数
・
部

数
・
各
部
の
定
員
数
・
機
能
別

団
員
の
位
置
づ
け
な
ど
の
再
設

定
を
行
い
、
消
防
団
１
部
当
た

り
の
定
員
数
を
増
や
し
、
出
動

し
や
す
い
体
制
を
整
え
た
上
で
、

団
員
が
安
心
安
全
に
活
動
で
き

る
拠
点
を
確
保
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。　

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー・ス
ク
ー

ル
事
業
」「
冨
士
地
区
・
八
幡

神
社
北
側
の
市
道
拡
幅
」
に
つ

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

に
向
け
た
、
若
い
世
代
に
対
す

る
良
好
な
住
環
境
整
備
に
関
す

る
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

市
は
、
若
い
世
代
と
高
齢

者
世
代
が
支
え
合
い
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
近
居
推

進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

今
後
、
適
切
な
交
通
手
段

に
つ
い
て
、
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問　

老
朽
化
し
た
上
下
水
道
の

対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

上
水
道
は
現
時
点
で
法
定

対
応
年
数
を
超
え
る
管
路
は
あ

り
ま
せ
ん
。
下
水
道
は
計
画
的

に
施
設
の
点
検
、
調
査
や
修
繕

改
築
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

経
営
戦
略
の
見
直
し
に
着

手
し
て
お
り
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
そ
の
他
に
、
令
和
６
年
に

冨
士
南
園
広
場
利
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
12

月
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
実
施
に
対
し
、
地
域
交
流

拠
点
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

答　

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
対
応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

問　

時
間
の
制
約
が
な
い
動
画

に
よ
る
通
信
教
育
は
。

答　

人
と
直
接
交
流
す
る
こ
と

や
、
新
し
い
仲
間
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
を
掲
げ
て
い

る
た
め
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

期
間
を
６
か
月
に
し
て
は
。

答　

今
後
の
大
学
校
の
進
め
方

も
含
め
検
討
し
ま
す
。

問　

市
民
大
学
校
を
全
庁
的
な

連
携
も
含
め
て
、
さ
ら
に
充
実

す
べ
き
で
す
。
他
部
署
と
の
連

携
に
つ
い
て
市
長
に
伺
い
ま
す
。

答　

市
民
大
学
と
い
う
の
は
、

人
生
１
０
０
年
時
代
に
、
生
き

が
い
や
仲
間
づ
く
り
、
学
ぶ
機

会
の
提
供
と
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
当
然
市
が
発
信
し
た
い

情
報
と
受
講
生
が
欲
し
い
メ

ニ
ュ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
な
が
ら
、

横
の
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い

で
す
。
第
６
次
総
合
計
画
が
始

ま
り
ま
す
の
で
、
運
営
と
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
、
メ
ニ
ュ
ー
と
関
わ

り
と
い
う
も
の
も
含
め
て
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

「
工
業
団
地
の
上
水
道
整
備
」

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
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問　

桜
台
近
隣
住
民
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
書
へ
の
回
答
は
済
み

ま
し
た
か
。　

答　

市
で
は
ま
ち
づ
く
り
審
議

会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、
事

業
者
と
回
答
書
の
作
成
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

問　

桜
台
６
番
街
と
オ
ー
サ
ム

ガ
ー
デ
ン
で
１
日
２
時
間
し
か

日
が
当
た
ら
な
い
世
帯
も
出
ま

す
。
健
康
へ
の
影
響
は
。

答　

日
影
に
よ
る
住
民
の
健
康

に
つ
い
て
は
お
答
え
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
計
画
建
築

物
に
つ
い
て
は
建
築
基
準
法
の

日
影
規
制
に
基
づ
い
て
適
正
に

計
画
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

生
活
道
路
で
あ
る
さ
く
ら

通
り
に
３
か
所
の
車
両
出
入
口

を
設
置
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
。

答　

３
か
所
の
出
入
口
は
、
事

業
者
が
必
要
と
判
断
し
計
画
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

市
と
事
業
者
で
事
前
協
議
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

こ
の
通
り
に
は
、市
が「
危

険
、ス
ピ
ー
ド
落
と
そ
う
」「
事

故
、
危
険
箇
所
」「
ス
ピ
ー
ド

落
と
せ
」
と
い
う
注
意
喚
起
の

看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ

の
道
路
へ
の
３
か
所
の
出
入
口

設
置
に
つ
い
て
、
６
番
街
と

オ
ー
サ
ム
ガ
ー
デ
ン
は
そ
の
設

置
に
同
意
で
き
な
い
旨
の
書
面

を
市
長
に
送
付
し
ま
し
た
。
市

は
ど
う
回
答
し
ま
し
た
か
。

答　

市
の
ほ
う
か
ら
文
書
で
回

答
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

富
ヶ
谷
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
計
画
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
都
市
計
画
審
議
会
に

意
見
を
求
め
ま
す
か
。

答　

都
市
計
画
法
第
19
条
の
規

定
に
基
づ
き
都
市
計
画
審
議
会

に
付
議
す
る
と
い
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　

市
が
市
民
の
安
全
安
心
を

守
る
た
め
行
え
る
仲
立
ち
と
は
。

答　

市
の
役
割
と
し
て
は
、
対

象
事
業
の
手
続
が
法
令
等
に
基

づ
き
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

の
確
認
や
、
必
要
に
応
じ
て
事

業
者
と
近
隣
住
民
等
と
の
調
整

を
行
う
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
前
に

市
は
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
仲
立
ち
を

根
本　

敦
子
議
員

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
健
康
を

 

守
る
体
制
整
備
を

動
物
と
の
共
生
に
む
け
て

 

市
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は

令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る

 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

小
田
川　

敦
子
議
員

徳
本　

光
香
議
員

柴
田　

圭
子
議
員

石
井　

恵
子
議
員

問　

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
健

康
診
断
受
診
率
を
伺
い
ま
す
。

答　

未
受
診
者
は
約
16
％
で
す
。

問　

複
数
年
受
診
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

経
年
の
未
受
診
者
を
追
っ

て
把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

健
診
未
受
診
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
を
伺
い
ま
す
。

答　

本
人
が
学
校
や
市
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
に
来
た
際
、
施
設

に
あ
る
器
具
で
行
え
ま
す
。
心

電
図
は
、
教
職
員
の
健
康
診
断

に
合
わ
せ
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

問　

教
育
機
会
の
確
保
と
共
に

健
康
を
守
る
仕
組
み
作
り
が
必

要
で
す
。
大
阪
府
吹
田
市
の
よ

う
に
、
市
内
の
医
療
機
関
と
連

携
し
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
で
受
検

で
き
る
場
の
確
保
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　

他
市
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

給
食
無
償
化
が
拡
大
し
ま

問　

清
水
口
の
池
の
白
鳥
や
野

鳥
の
餌
や
り
に
関
わ
る
考
え
は
。

答　

30
年
以
上
飛
来
し
て
い
る

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
市
の
冬
の

風
物
詩
で
あ
り
、
市
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
間
接
的
に
支
援

し
て
き
ま
し
た
。
生
態
系
へ
の

影
響
や
水
質
汚
濁
防
止
の
観
点

か
ら
餌
や
り
に
関
わ
る
の
は
難

し
い
で
す
が
、
ご
み
の
流
入
が

多
く
、
鳥
の
誤
飲
も
心
配
な
た

め
、
調
節
池
の
清
掃
や
白
鳥
の

休
憩
場
所
の
整
備
、
危
険
箇
所

侵
入
防
止
策
を
し
て
い
ま
す
。

問　

さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手

術
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

答　

令
和
５
年
度
か
ら
開
始
し
、

行
政
枠
と
し
て
６
年
12
月
末
時

点
で
１
０
３
９
枚
の
無
料
チ

ケ
ッ
ト
を
配
布
し
、
計
８
２
２

匹
の
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
去
勢
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

捕
獲
カ
ゴ
は
、
以
前
は
２

つ
で
し
た
が
足
り
て
い
ま
す
か
。

答　

自
治
体
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
応
募
し
20
台
が
寄
贈
さ
れ
、

現
在
22
台
で
足
り
て
い
ま
す
。

問　

避
難
所
へ
の
ペ
ッ
ト
同
行

避
難
の
検
討
の
進
み
具
合
は
。

答　

地
域
防
災
計
画
に
、
ペ
ッ

ト
と
の
同
行
避
難
対
応
を
新
た

に
加
え
ま
し
た
。
適
切
な
受
け

入
れ
、
避
難
状
況
の
把
握
、
収

容
場
所
確
保
、
ル
ー
ル
作
成
、

問　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
、

昨
年
秋
に
職
員
に
対
し
て
行
っ

た
実
態
調
査
の
結
果
は
。

答　

回
答
者
２
８
４
名
中
、
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
た
と
感
じ
た
こ

と
が
あ
る
職
員
が
37
名
、
セ
ク

ハ
ラ
は
４
名
、
マ
タ
ハ
ラ
は
２

名
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
カ
ス
ハ

ラ
は
、「
あ
る
」
と
回
答
し
た

職
員
が
１
１
２
名
で
し
た
。

問　

教
育
現
場
に
お
い
て
は
ど

う
で
す
か
。

答　

今
年
度
、
全
児
童
・
生
徒
、

教
職
員
を
対
象
に
し
た
５
回
の

調
査
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
訴

え
が
あ
っ
た
件
数
は
児
童
・
生

徒
で
10
件
。
教
職
員
の
不
適
切

な
言
動
に
対
す
る
訴
え
で
し
た
。

問　

今
後
の
対
応
は
。

答　

白
井
市
職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
カ
ス
ハ

ラ
に
係
る
項
目
を
追
加
し
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
か
ど
う
か
の
判
断

の
目
安
、
実
際
に
起
こ
っ
た
際

の
対
応
等
、
具
体
的
に
示
す
よ

う
に
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
内
容
や
効
果
を
伺
い
ま
す
。

答　

０
歳
６
か
月
か
ら
満
３
歳

未
満
で
保
育
所
等
に
通
っ
て
い

な
い
こ
ど
も
を
対
象
に
保
育
所

や
幼
稚
園
等
で
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
。
１
時
間
３
０
０
円

で
１
か
月
10
時
間
の
利
用
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
関

す
る
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

要
支
援
家
庭
の
早
期
把
握
や
児

童
虐
待
の
防
止
・
早
期
発
見
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

問　

一
時
保
育
は
０
歳
児
が

５
０
０
円
で
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
は
３
０
０
円
で
す
。
内
容
が

同
じ
な
の
で
料
金
も
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

答　

こ
ど
も
や
保
護
者
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
利
用
料
金
の
見

直
し
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

問　

課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

保
育
士
不
足
と
実
施
場
所

の
確
保
が
課
題
で
す
が
、
令
和

８
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
富
ヶ
谷
の
Ｄ
Ｃ
に
関
し
て

問　

近
隣
住
民
は
、
今
後
２
回

意
見
を
述
べ
る
機
会
が
あ
り
ま

す
が
、
意
見
が
た
く
さ
ん
出
た

場
合
、
地
区
計
画
を
変
更
す
る

可
能
性
は
あ
る
の
で
す
か
。

答　

必
要
が
あ
れ
ば
対
応
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
桜
台
の
Ｄ
Ｃ
に
関
し
て

問　

桜
台
地
区
の
全
自
治
会
長

問　

個
人
住
民
税
に
上
乗
せ
し

て
徴
収
さ
れ
て
い
る
森
林
環
境

税
は
毎
年
森
林
環
境
譲
与
税
と

し
て
市
へ
譲
与
さ
れ
ま
す
。
そ

の
内
容
と
使
い
道
を
伺
い
ま
す
。

答　

森
林
の
整
備
及
び
そ
の
促

進
に
要
す
る
経
費
と
す
る
目
的

で
平
成
31
年
度
か
ら

市
に
譲
与
さ
れ
て
い

る
森
林
環
境
譲
与
税

は
神
々
廻
市
民
の
森

の
整
備
や
緑
道
の
木

製
ベ
ン
チ
の
改
修
等

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

問　

残
っ
た
森
林
環

境
譲
与
税
は
、
積
み

立
て
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
い
く
ら
に
な
り

ま
す
か
。

答　

令
和
６
年
度
末

の
見
込
み
と
し
て
は

２
２
２
０
万
４
千
円
で
す
。

問　

他
の
市
民
の
森
の
整
備
が

必
要
で
す
が
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

毎
年
の
予
算
編
成
で
対
象

事
業
を
検
討
し
有
効
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

連
名
で
、「
市
に
よ
る
仲
立
ち

の
お
願
い
」
と
い
う
要
請
文
が

出
て
い
ま
す
。
対
応
は
。

答　

お
の
お
の
の
法
律
、
条
例

等
に
基
づ
い
て
、
行
政
庁
の
長

と
し
て
の
役
割
や
権
限
、
手
続

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
民
の
皆
様

の
思
い
に
ど
の
よ
う
に
対
応
で

き
る
か
、
引
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
行
避
難
訓
練
の
実
施
に
努
め

ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
飼
育
場
所
を

定
め
て
い
る
大
山
口
小
と
桜
台

セ
ン
タ
ー
を
参
考
に
他
の
避
難

所
に
展
開
し
、
受
け
入
れ
条
件

や
飼
い
主
の
準
備
等
、
現
在
の

市
の
考
え
を
周
知
し
ま
す
。

問　

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
試
行
は
。

答　

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

ド
ッ
グ
ス
ポ
ー
ツ
や
飼
い
主
間

の
交
流
な
ど
、
様
々
な
企
画
が

総
合
公
園
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

問　

市
の
防
災
訓
練
を
見
た
市

民
が
自
分
の
犬
も
救
助
犬
に
し

た
い
と
訓
練
中
だ
そ
う
で
素
晴

ら
し
い
で
す
。
環
境
基
本
計
画

に
動
物
と
の
共
生
を
加
え
て
は
。

答　

現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

国
の
動
物
の
適
正
な
取
扱
い
促

進
施
策
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。

す
が
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
不

登
校
児
の
配
食
も
検
討
下
さ
い
。

答　

学
び
の
次
の
段
階
と
し
て

の
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

加
配
児
童
の
保
育
を
ど
の

よ
う
に
充
実
さ
せ
ま
す
か
。

答　

市
主
催
の
研
修
を
年
１
回

実
施
の
他
、
各
園
で
も
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
保
育
や
医
療
的
ケ
ア

児
に
関
す
る
外
部
研
修
に
14
回

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
療
育

経
験
の
あ
る
保
育
士
が
助
言
や

支
援
を
行
う
等
、
市
全
体
で
質

の
向
上
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問　

市
と
し
て
、
加
配
児
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
か
。

答　

こ
れ
ま
で
「
加
配
保
育
士

待
ち
待
機
児
童
枠
」
の
確
保
や
、

市
独
自
の
補
助
金
に
よ
り
加
配

児
の
受
入
れ
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
目
指
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
教
育
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に

つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

加
配
保
育
士
待
ち
の

 

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す

二
つ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
開
発

 
こ
れ
か
ら
の
進
め
方

中
木
戸
市
民
の
森
や
所
沢
市
民
の

 

森
を
市
民
の
憩
い
の
場
所
に

清水口調整池の白鳥



 多くの人に分かりやすく、読みやすいように工夫されたユニバーサルデザインフォントを採用しています。

（８）第169号 令和 7年 6月 1日発行 しろい議会だより

編
　
集
　
後
　
記

　

市
長
が
令
和
７
年
度
予
算
案
を
提
出
し
、
白
井
市
議
会
は
予
算

特
別
委
員
会
及
び
本
会
議
に
て
審
議
と
採
決
を
行
い
全
員
賛
成
に

て
可
決
し
ま
し
た
。
国
会
で
は
「
１
０
３
万
円
の
壁
」
と
い
う
所

得
税
控
除
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
税
も
含
め
控
除
額
が

１
７
８
万
円
に
引
揚
げ
ら
れ
た
場
合
、
白
井
市
民
の
皆
様
に
も
減

税
効
果
が
あ
る
反
面
、
白
井
市
は
10
億
円
を
超
え
る
減
収
に
よ
り

予
算
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
市
議

会
議
員
の
一
人
ひ
と
り
が
予
算
案
を
無
駄
な
く
効
果
的
か
を
真
剣

に
審
議
し
て
い
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
が
投
票
し
た
議
員
の
活
動

を
是
非
確
認
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
員
全
員
協
議
会
・

委
員
会
・
本
会
議
を
直
接
傍
聴
す
る
こ
と
が
最
も
分
か
り
易
い
反

面
、
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
た
め
、
来
場
は
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
議
会
は
録
画
（
本
会
議
の
み
）
と
中
継
で
も
視
聴
で

き
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。�

（
荒
井
靖
行
）

議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表
〇は賛成　×は反対　欠は欠席　―は採決に不参加

議会活性化特別委員会でＡＩ議事録導入および
 議会映像に字幕を付ける意思を決定

　令和７年３月３１日を期限とした議長を除く１７名の委員で設置・構成された当委員会に検討事

項として提案されたものは、①議事録のＩＣＴ化②音声入力による議事録作成③議事録作成の迅

速化④ＹｏｕＴｕｂｅ録画公開⑤議会中継及び録画配信の見直し⑥本会議の録画映像に字幕を付

ける⑦本会議場に３６０度カメラの導入⑧タブレットの使い方について検証するの８項目でした。

協議の結果、検討を進めていくことなった項目は、議事録のＩＣＴ化、音声入力による議事録作

成の迅速化を一括した❶ＡＩ議事録の導入❷本会議の録画映像に字幕を付ける❸タブレットの使

い方について検証するの３項目となりました。なお、「録画映像に字幕を付ける」は「ライブ映像

にもつける」に調査範囲を広げることが了承されました。「ＡＩ議事録の導入」については、議会

として導入の意思を表明することにまとまり、資料を付して執行部に提出するとともに、導入方

法や導入に係る課題は、議会で検討することとしました。「字幕を付ける」については、ライブ・

録画ともに字幕を付ける意思を表明することにまとまりました。タブレットの使い方について検証

するため議員にアンケートを実施しＳＩＭの開放、及びソフトウェア・アプリの充実など結論に至

らなかった課題は、報告書とは別に議長に申し送り事項として提出することが了承されました。

議案等番号 件　　　名
付　　託

委員会名

審議

結果

各議員の賛否

日本

共産党

NewWave

しろい
市民の声

面・しろい

活性化計画
しろい令和 会派公明党

しろい

未来

さわやか

白井
議長

徳本 根本 平田 小田川 柴田 荒井 広沢 久保田 伊藤 長谷川 古澤 石井 武藤 石原 田中 石田 岩田

第
１
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 教育委員会委員 中里 敏康氏の任命 － 同意 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２号 監査委員　河合 謹爾氏の選任 － 同意 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３号 白井市都市計画事業基金条例の制定
都市経済

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第４号 白井市犯罪被害者等支援条例の制定
都市経済

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第５号 白井市路上等における受動喫煙の防止に関する条例の制定
教育企画

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第６号
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関

する条例の制定

総務企画

常任委員会

原案

可決
× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第７号

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉

に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整理

総務企画

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第８号 白井市附属機関条例の一部改正
総務企画

常任委員会

原案

可決
× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第９号

白井市行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報

の提供に関する条例の一部改正

総務企画

常任委員会

原案

可決
× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１０号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
総務企画

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１１号 白井市税条例の一部改正
総務企画

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１２号 白井市手数料条例の一部改正
総務企画

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１３号
白井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正

教育福祉

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１４号
白井市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正

教育福祉

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１５号
白井市水道事業の布設工場監督者及び水道技術管理者の資格

等に関する条例の一部改正

都市経済

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１６号
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の一部改正

総務企画

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１７号 損害賠償の額の決定
都市経済

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１８号 白井市道路線の認定
都市経済

常任委員会
認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１９号 令和６年度白井市一般会計補正予算（第１０号） －
原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２０号 令和６年度白井市一般会計補正予算（第１号）
各常任

委員会

原案

可決
× × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２１号
令和６年度白井市国民健康保険特別会計事業勘定補正予算（第

４号）

教育福祉

常任委員会

原案

可決
× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２２号
令和６年度白井市介護保険特別会計保険事業勘定補正予算（第

５号）

教育福祉

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２３号 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
教育福祉

常任委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２４号 令和７年度白井市一般会計予算
予算審査

特別委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２５号 令和７年度白井市国民健康保険特別会計勘定予算
予算審査

特別委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２６号 令和７年度白井市介護保険特別会計保険事業勘定予算
予算審査

特別委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２７号 令和７年度白井市後期高齢者医療特別会計予算
予算審査

特別委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２８号 令和７年度白井市水道事業会計予算
予算審査

特別委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２９号 令和７年度白井市下水道事業会計予算
予算審査

特別委員会

原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３０号 令和７年度白井市一般会計補正予算（第１号） ―
原案

可決
〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３１号 副市長　嶋田 善康氏の選任 ― 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議
長
提
出
の
も
の

発議案第１号 白井市議会委員会条例の一部改正 ―
原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議案第２号 白井市議会会議規則の一部改正 ―
原案

可決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議案第３号 白井市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正 ―
原案

可決
× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議案第４号 白井市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正 ―
原案

可決
× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議案第５号 千葉県に水道料金の値上げ中止を求める意見書 ― 否決 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × ―

発議案第６号 千葉県に武器見本市開催の中止を求める意見書 ― 否決 〇 〇 × 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × ―

※この他陳情が３件ありましたが、市外からの陳情のため、議長報告となりました。


